
 

様式第９ 

議 事 録 

会 議 名 令和８年第２回熱田警察署協議会（定例会） 

日時・場所 令和８年５月 20日（水）午後１時 30分から午後３時 30分までの間 

熱田警察署 講堂 

 

 

 

 

 

 

 

出 席 者 

 

１ 委員 ８名（定数８名） 

成瀬 真樹会長  後藤 稔副会長 

山本 真嗣委員  岡平 祐子委員 

田中 良知委員  酒井 友香委員 

  渡辺 由美委員  濱田 朱美委員 

２ 警察署員 ９名 

  鈴木署長     井戸副署長     柏警務課長 

  石川会計課長   稲垣生活安全課長  稲垣地域課長    

佐々木交通課長  鈴木警備課長    鎌田刑事課長代理 

３ 有識者等 

  なし 

１ 会長挨拶 

２ 署長挨拶 

３ 警察署幹部紹介 

４ 報告内容 

(1) 管内の交通事故発生状況及び犯罪発生状況 

(2) 前回の意見・要望に対する具体的施策の推進状況 

ア 前回の協議事項 

  少年が非行を行わず被害にも遭わないための諸対策の推進について 

イ 前回の意見・要望 

・ 学校、行政機関等との情報共有による非行・被害の実態把握 

・ 薬物乱用防止やＳＮＳ利用等の各種非行・被害防止教室の積極開催 

・ 保護者層に向けた非行・被害防止の工夫を凝らした情報発信の推進 

・ 再非行防止のための立ち直り支援活動の推進 

  ウ 施策推進状況 

   ・ 小学校や中学校の先生と意見交換の場を設け、各学校における非行、

不登校などの問題行動の情報共有を行った。 

   ・ 管内の中学生を招致し、薬物乱用防止教室を開催した。 

   ・ 管内の学校において、生徒や保護者に対し、インターネットやＳＮＳ 



 

様式第９（続紙） 

    等に関する被害防止を観点とした情報発信を行った。 

５ 協議事項 

  熱田警察署への提案 

６ 発言の要旨 

・ 過去に、パトネットあいちから、朝７時 26 分に交通安全を啓発するメー

ルが送られてきたことがあった。 

  子供の通学、登校時間帯に、大人に対して交通安全を啓発する文章で、非 

常に温かく感じられる内容だった。 

 発生した事件事故の内容だけではなく、そういった予防メール、温かい発 

信をお願いしたい。 

・ 交番に人がいて、相談しやすい環境を作って欲しい。 

 過去に徘徊されていた高齢者を伴って交番を訪れた際、警察官は腰に手を 

当てて見下ろし、高齢者に次から次に聞くので、怖い印象を受けた。 

  警察官という職業に威圧感が必要なのはわかるが、時と場合によるのでは 

ないか。 

 安心感を与える距離感や立ち位置を使い分けてもらいたい。 

 ・ 過去の協議会で地図を渡され、危険箇所を聞かれたことがあった。 

   後日、その時伝えた危険箇所に看板が立ったので、警察が動いてくれたの 

だと感じた。 

住民から吸い上げた危険箇所などの情報を見える化して住民に伝えること 

は非常に良いと思う。 

 ・ 警察官は怖いイメージがあるが、なんでも相談できたほうが住民と警察官 

の距離が近くなると思うので、警察官が交番で立番をしている姿を見せてほ 

しい。 

   立番だけではなく様々な施策について、モデルケースとして、例えば交番 

や学区単位で試行し、その効果を確認するような方法を試してはどうか。 

 ・ 昔、詐欺防止のアナウンスを流しているパトカーが走っていた。 

   身近に警察官がいるような感覚、相談しやすい環境があると良いと思う。 

７ 意見・要望 

・ 区民に寄り添った温かみのあるタイムリーな情報発信 

・ 警察官の市民応接の向上 

８ その他 

(1) その他の意見要望 

   年末の窓口業務時間などについて、民間と警察の感覚に隔たりがあると思

うので、利用しやすい仕組みを考えてもらいたい。 

 (2) 次回開催予定 

   令和８年８月を予定 

備考 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 


